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成果の概要 

2023 年度は肝移植術中の４点（麻酔導入時、無肝期、再還流期、閉腹）で TEG を測定し、原疾患毎

の術中 TEG の推移と輸血投与との関連性、術中術後の血栓症と TEG の関連性を検討する計画であ

った。2023 年 3 月 31 日までに 110 症例で肝移植術中の TEG 測定が計画通りに実施された。検討し

た全症例を TEG の結果に影響を与えると考えられる輸血を行った群と行わなかった症例の２群に分

け、TEG の推移・一般凝固検査結果を比較検討することで、小児肝移植術中の TEG の自然経過と輸

血の必要性の検討が行われた。また小児肝移植の疾患群毎の術中の TEG の推移の報告は希少であ

るが、その検討も行われた。上記検討の結果は現在論文作成中であり、近日中に投稿予定である。ま

た検討した 110 症例中、術中血栓形成を認めた症例は２例、術後では１例であった。この３例に関して

は、術前状態、術中管理、術後経過などを詳細にまとめ論文化中であり、2024 年度の本研究（術後

TEG と合併症：血栓、拒絶の関連性の検討）につなげている。また本研究を行うにあたり、一貫した麻

酔方法、輸血管理方法の確立が必須であった。当施設では肝移植麻酔マニュアルを既に作成されて

おり、それに沿った麻酔管理がされていたが、麻酔管理、輸血管理、抜管プロトコールも術中や術後

経過と共に検討し論文化した。小児肝移植に関して本研究の内容を含め海外シンポジウム（2023 年

10 月ウランバートル）と国際麻酔学会（2023 年 10 月アルマトイ）にて招聘講演を行った。 

 


